
川柳の時間 
2023.06.02 

お題 「 歌 」 
 

 

 

懐かしいコーヒーの香とボブディラン （川越イモ） 

歌ったら悲しみ辛さ飛んでった （働き蜂ちえちゃん） 

梅雨入りに第九を歌う雨蛙 （おさ虫） 

鮮やかに歌で昔が蘇る （アカエタカ） 

のど自慢破顔一笑鐘連打 （陽気もん） 

結婚式音痴でごめん「マイ・ウェイ」を （恋するサボテンちゃん） 

カラオケもコロナ三年 枯れる声 （旭のかずちゃん） 

歌詞に泣き曲に弾んで半世紀 （清風） 

音痴でも一人カラオケ御満悦 （岩窟王） 

十八番先に歌われ歯軋りを （うどん人） 

カラオケのデュエット顔で選り好み （ゆき） 

音痴です次はマイクの奪い合い （ひかり） 

五十年経ても歌える校歌です （春爺） 

雄三の作った校歌歌う孫 （まこっちゃん） 



再びの青春を掴んでいま謳歌 （翔のんまな） 

気が付けば口にしている zard です （フーマー） 

カンツォーネ露天風呂から田に響く （はづき） 

スキヤキのイントロ心前向きに （まさやん） 

岩壁の母を聞く度母は泣く （しょうこ） 

童謡がなぜか目頭熱くさせ （鈴木正実） 

施設の母と声を揃えて赤とんぼ （北村幽芳） 

歌巡り唱歌に戻る終章期 （甲機） 

失恋のたびにやけくそ「わかれうた」 （水谷裕子） 

歌うなら悲しみさえも躍り出し （だんでらいおん） 

お風呂場で思わず鼻歌気持ちよく （ストリートゼロ） 

鼻歌が父の機嫌のバロメーター （やんちゃん） 

機嫌よい鼻歌歌いお散歩に （中川区コンドル） 

家族湯で孫と湧く湧く歌謡ショー （横ちゃん） 

しみじみと我が身を照らし演歌聞く （なるほどマン） 

デュエットで動きすぎますこの右手 （横山閲治郎） 

ニューミュージック字幕で解る歌の意味 （ふかえり） 

俳人と歌人柳人住む我が家 （かきくけ子） 



ＡＩより昭和の歌を覚えてる （フクラギ） 

ナツメロが思い出させた貸した金 （山登爺） 

 

      智子 賞：カセットの昭和歌謡がすり切れる （茶々丸） 

      ひろこ 賞：鼻歌がマスクの中を散歩する （なみ） 

♨ 今週の温泉川柳：雨の日も天のなぐさめ露天風呂 （清風） 

 

今週もたくさんの投句ありがとうございました。 

次回の放送は 2023.06.09（金）です。お題は「 ピンチ 」 またの参加をお待ちしています。 


